
№132 ２０１１年４月２８日発行

　

　

　

　

　

　

～ コンテンツ ～

①鬼怒川上流ダム見学 [大型バス利用]
５月２１日（土）８時～１７時

②鬼怒川の豊かな自然と歴史・文化

６月２５日（土）１０時～１２時

③鬼怒川の生き物と水質調査

７月２３日（土）９時～１１時

④鬼怒川の洪水対策と伐採木の利活用

８月２７日（土）１０時～１２時

⑤鬼怒川の環境保全活動との交流[大型バス利用]
１０月１５日（土）８時半～１６時

主催 宇都宮市環境学習センター 環境事業部

・お問い合わせ先などの 詳しい内容は宇都宮市の広報

誌等に掲載されます。

き
ぬ
こ
か
い
新
聞
発 行

国土交通省

下館河川事務所

きぬ･こかい情報発信局

〒308-0841

茨城県筑西市二木成1753

℡ 0296-25-2161

ＨＰｱﾄﾞﾚｽ

http://www.ktr.mlit.go.jp

/shimodate/

鬼
怒
川
再
考

今
年
も
宇
都
宮
市
環
境
学
習
セ
ン
タ
ー
の
講
座

で
石
井
出
張
所
長
を
講
師
に
「
鬼
怒
川
再
考
」
の
出

前
講
座
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

昨
年
同
様
、
「
ダ
ム
見
学
会
」
、
「
鬼
怒
川
の
歴

史
・
文
化
の
講
義
」
、
「
鬼
怒
川
の
生
物
と
水
質
調

査
」
、
「
洪
水
と
伐
採
木
の
講
義
」
、
「
環
境
保
全
活
動

と
の
交
流
」
の
内
容
で
、
五
月
か
ら
十
月
ま
で
で
現

場
３
回
、
室
内
講
座
２
回
の
実
施
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

水
や
環
境
と
安
心
・
安
全
に
付
き
合
っ
て
い
く

た
め
に
、
私
た
ち
は
創
意
工
夫
や
努
力
を
重
ね
て

お
り
ま
す
。
鬼
怒
川
再
考
で
は
、
そ
の
成
果
や
今

に
至
る
歴
史
を
、
楽
し
く
分
か
り
や
す
く
体
験
し

て
い
た
だ
け
ま
す
。
私
た
ち
の
大
切
な
水
や
環
境

に
つ
い
て
、
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

鬼
怒
川
上
流
へ
の
遡
上
に
期
待
！

勝
瓜
の
魚
道
工
事
も
終
盤
に
…

鬼
怒
川
･
小
貝
川
の
水
利
使
用
者
と
下
館
河
川

事
務
所
に
よ
る
水
利
使
用
調
整
連
絡
会
を
四
月
十

四
日
（
木
）
に
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
会
議
は
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持
及
び

水
利
使
用
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
相
互
で
連
絡

を
密
に
し
水
利
使
用
の
調
整
を
行
う
た
め
、
本
格

的
な
か
ん
が
い
期
を
控
え
る
こ
の
時
期
に
実
施
し
、

三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
に
よ
る
被
災
状
況
と
、
取
水
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と

の
影
響
な
ど
に
つ
い
て
、
代
か
き
期
を
控
え
た
各

土
地
改
良
区
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

鬼
怒
川
系
の
取
水
は
か
ん
が
い
施
設
の
地
震
に

よ
る
被
災
が
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
ほ
ぼ
例
年

通
り
の
日
程
で
取
水
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
一
方
、

下
館
河
川
事
務
所
管
内
で
は
、
河
川
の
利
用
者

が
多
く
な
る
五
月
の
連
休
前
と
夏
休
み
前
に
職
員

自
ら
水
辺
周
り
や
階
段
、
堤
防
や
護
岸
等
多
く
の

方
が
利
用
さ
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
安
全
利
用
点
検

を
行
い
、
危
険
箇
所
に
つ
い
て
の
改
善
や
対
策
を

実
施
し
、
河
川
に
訪
れ
る
方
が
河
川
を
安
全
に
利

用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
四
月
一

八
日
～
二
十
二
日
に
管
内
各
出
張
所
で
点
検
が
行

わ
れ
、
特
に
黒
子
出
張
所
や
鎌
庭
出
張
所
で
は
、
河

川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
の
方
の
同
行
で
、
利
用
者
の
目

線
か
ら
、
河
川
利
用
者
か
ら
生
の
声
を
聞
き
な
が

ら
点
検
を
実
施
し
、
河
川
の
安
全
な
利
用
の
た
め

に
必
要
な
事
項
を
具
体
的
に
再
確
認
で
き
ま
し
た
。

な
お
、
点
検
の
結
果
危
険
箇
所
に
つ
い
て
は
、
注

意
喚
起
看
板
等
の
設
置
等
対
策
を
実
施
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
河
川
利
用
者
が
安
全
に
川
に
接
す
る
事

が
で
き
る
よ
う
、
点
検
等
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

下
館
河
川
事
務
所
で
農
林
水
産
省
の
改
良
工
事

と
連
携
を
図
っ
て
施
工
し
て
い
る
勝
瓜
頭
首
工
魚

道
整
備
工
事
が
終
盤
を
迎
え
て
い
ま
す
。
勝
瓜
頭

首
工
（
栃
木
県
真
岡
市
地
先
）
は
、
鬼
怒
川
で
の
魚

の
遡
上
阻
害
箇
所
の
一
つ
と
い
う
こ
と
で
、
昨
年

度
か
ら
着
々
と
魚
道
整
備
の
工
事
を
進
め
て
お
り

今
年
六
月
末
に
完
成
予
定
で
、
七
月
か
ら
新
魚
道

に
通
水
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い
魚
道
を

ア
ユ
・
ト
ウ
ヨ
シ
ノ
ボ
リ
・
カ
ジ
カ
な
ど
の
魚
が

遡
上
す
る
姿
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

近
隣
や
河
川
を
利
用
さ
れ
る
皆
様
に
は
、
工
事

車
両
の
通
行
な
ど
で
ご
不
便
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

て
お
り
ま
す
が
引
き
続
き
御
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

小
貝
川
系
の

取
水
は
十
日

程
度
遅
れ
る

土
地
改
良
区

も
あ
る
こ
と

か
ら
、
今
後

は
取
水
状
況

を
き
め
細
か

く
把
握
し
、

必
要
に
応
じ

て
同
様
の
会

議
を
開
催
す

る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

鬼
怒
川
の
自
然
再
生

～
カ
ワ
ラ
ノ
ギ
ク
の
咲
く

礫
河
原
を
目
指
し
て
～

水
利
調
整
連
絡
会
議
開
催

※
震
災
の
影
響
を
確
認
※

鬼
怒
川
・
小
貝
川
の

安
全
利
用
点
検
実
施

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

河
川
の
災
害
復
旧
工
事
に

地
域
の
方
か
ら
お
便
り
が

鬼
怒
川
の
特
徴
で
あ
る
礫
河
原
に
は
、
そ
の
環

境
に
適
応
し
た
生
物
（
礫
河
原
固
有
生
物
）
が
生

息
・
生
育
し
て
い
ま
す
。
外
来
植
物
シ
ナ
ダ
レ
ス

ズ
メ
ガ
ヤ
の
繁
茂
な
ど
に
よ
り
、
鬼
怒
川
中
流
部

の
礫
河
原
環
境
は
、
近
年
急
速
に
減
少
し
て
い
ま

す
。
鬼
怒
川
の
砂
礫
質
河
原
を
特
徴
づ
け
る
河
原

固
有
植
物
の
「
カ
ワ
ラ
ノ
ギ
ク
」
も
絶
滅
危
惧
種
と

な
っ
て
い
ま
す
。

四
月
十
七
日
（
日
）
に
氏
家
大
橋
上
流
の
氏
家
病

院
付
近
河
原
で
、
う
じ
い
え
自
然
に
親
し
む
会
や

白
楊
高
校
学
生
、
東
京
大
学
保
全
生
態
学
研
究
室
、

さ
く
ら
市
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
第
二
十
団
、
一
般
市

民
、
氏
家
出
張
所
の
職
員
な
ど
五
十
四
名
の
参
加

で
「
カ
ワ
ラ
ノ
ギ
ク
の
種
蒔
き
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

次
回
は
五
月
八
日
（
日
）
に
「
シ
ナ
ダ
レ
ス
ズ
メ

ガ
ヤ
の
抜
き
取
り
作
業
」
を
行
い
ま
す
。
活
動
は
自

由
参
加
で
す
の
で
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

新しい魚道

４月８日、宮岡橋からの現場光景

カワラノギク 花期は10～11月頃

川のきれいさを調べる

水生生物調査体験中

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
発
生
に
よ
り
下
館

河
川
事
務
所
管
内
の
鬼
怒
川
・
小
貝
川
に
お
い
て

堤
防
法
崩
れ
、
ク
ラ
ッ
ク
、
低
水
護
岸
沈
下
、
堤
防

沈
下
、
隆
起
な
ど
が
多
数
確
認
さ
れ
現
在
被
災
箇

所
の
復
旧
に
努
め
て
い
ま
す
。
被
災
規
模
が
大
き

い
小
貝
川
五
箇
所
に
つ
い
て
は
緊
急
的
な
復
旧
工

事
が
完
了
し
ま
し
た
。
そ
の
一
箇
所
（
茨
城
県
取
手

市
宮
和
田
地
先
）
の
工
事
に
つ
い
て
取
手
市
の
皆

様
か
ら
お
便
り
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
心
配
や
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
の
言
葉
を
「
国
民
の
命

と
暮
ら
し
を
守
る
国
交
省
」
と
し
て
被
災
者
支
援
、

災
害
復
旧
・
復
興
に
全
力
を
注
い
で
い
く
力
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

二
〇
一
一
年
三
月
二
十
一
日

◎

雨
で
も
続
け
る
国
交
省
の
皆
さ
ん

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
我
が
家
の
裏
側

の
小
貝
川
の
地
割
れ
”
雨
が
降
る
中
大
き
な

ト
レ
ー
で
復
旧
作
業
を
し
て
い
ま
す
。
気
を

つ
け
て
作
業
し
て
下
さ
い
。
あ
り
が
と
う
国

交
省
の
皆
さ
ん
！

二
〇
一
一
年
三
月
二
十
五
日

◎

着
々
と
進
む

着
々
と
進
む
小
貝
川
の
土
手
の
復
旧
作
業
。

早
朝
七
時
前
か
ら
夜
遅
く
ま
で
作
業
が
開
始

さ
れ
て
い
る
。
生
ま
れ
て
初
め
て
の
小
貝
川

の
断
面
。
関
係
者
の
方
が
「
う
る
さ
く
て
ご

め
ん
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
。
と
ん
で
も
な

い
こ
と
で
す
。
復
旧
は
間
近
の
感
じ
が
し
ま

し
た
。
関
係
者
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
お
疲
れ
様
で
す
。

一
部
抜
粋
し
て
紹
介
し
て
い
ま
す

子供達も丁寧に種まき

水ぎわの安全点検中鬼

怒

川

宮和田地先 堤防法崩れ 緊急復旧状況

河川愛護モニターと一緒に点検

岡堰の桜

川のこと、自然のこと、河川事業に関することなど、下館河川事務所の電話又は

ホームページのお問い合わせにお寄せ下さい。 電話０２９６－２５－２１６１（代表)
ＨＰ：https://www.ktr.mlit.go.jp/shimodate/toiawase/input.htm
鬼怒川・小貝川沿川地域づくりを積極的に支援します。

地域の皆様の相談の窓口となります。お気軽に声をおかけ下さい！
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特
に
黒
子
出
張
所
や
鎌
庭
出
張
所
で
は
、
河

川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
の
方
の
同
行
で
、
利
用
者
の
目

線
か
ら
、
河
川
利
用
者
か
ら
生
の
声
を
聞
き
な
が

ら
点
検
を
実
施
し
、
河
川
の
安
全
な
利
用
の
た
め

に
必
要
な
事
項
を
具
体
的
に
再
確
認
で
き
ま
し
た
。

な
お
、
点
検
の
結
果
危
険
箇
所
に
つ
い
て
は
、
注

意
喚
起
看
板
等
の
設
置
等
対
策
を
実
施
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
河
川
利
用
者
が
安
全
に
川
に
接
す
る
事

が
で
き
る
よ
う
、
点
検
等
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

下
館
河
川
事
務
所
で
農
林
水
産
省
の
改
良
工
事

と
連
携
を
図
っ
て
施
工
し
て
い
る
勝
瓜
頭
首
工
魚

道
整
備
工
事
が
終
盤
を
迎
え
て
い
ま
す
。
勝
瓜
頭

首
工
（
栃
木
県
真
岡
市
地
先
）
は
、
鬼
怒
川
で
の
魚

の
遡
上
阻
害
箇
所
の
一
つ
と
い
う
こ
と
で
、
昨
年

度
か
ら
着
々
と
魚
道
整
備
の
工
事
を
進
め
て
お
り

今
年
六
月
末
に
完
成
予
定
で
、
七
月
か
ら
新
魚
道

に
通
水
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
新
し
い
魚
道
を

ア
ユ
・
ト
ウ
ヨ
シ
ノ
ボ
リ
・
カ
ジ
カ
な
ど
の
魚
が

遡
上
す
る
姿
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

近
隣
や
河
川
を
利
用
さ
れ
る
皆
様
に
は
、
工
事

車
両
の
通
行
な
ど
で
ご
不
便
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

て
お
り
ま
す
が
引
き
続
き
御
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

小
貝
川
系
の

取
水
は
十
日

程
度
遅
れ
る

土
地
改
良
区

も
あ
る
こ
と

か
ら
、
今
後

は
取
水
状
況

を
き
め
細
か

く
把
握
し
、

必
要
に
応
じ

て
同
様
の
会

議
を
開
催
す

る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

鬼
怒
川
の
自
然
再
生

～
カ
ワ
ラ
ノ
ギ
ク
の
咲
く

礫
河
原
を
目
指
し
て
～

水
利
調
整
連
絡
会
議
開
催

※
震
災
の
影
響
を
確
認
※

鬼
怒
川
・
小
貝
川
の

安
全
利
用
点
検
実
施

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

河
川
の
災
害
復
旧
工
事
に

地
域
の
方
か
ら
お
便
り
が

鬼
怒
川
の
特
徴
で
あ
る
礫
河
原
に
は
、
そ
の
環

境
に
適
応
し
た
生
物
（
礫
河
原
固
有
生
物
）
が
生

息
・
生
育
し
て
い
ま
す
。
外
来
植
物
シ
ナ
ダ
レ
ス

ズ
メ
ガ
ヤ
の
繁
茂
な
ど
に
よ
り
、
鬼
怒
川
中
流
部

の
礫
河
原
環
境
は
、
近
年
急
速
に
減
少
し
て
い
ま

す
。
鬼
怒
川
の
砂
礫
質
河
原
を
特
徴
づ
け
る
河
原

固
有
植
物
の
「
カ
ワ
ラ
ノ
ギ
ク
」
も
絶
滅
危
惧
種
と

な
っ
て
い
ま
す
。

四
月
十
七
日
（
日
）
に
氏
家
大
橋
上
流
の
氏
家
病

院
付
近
河
原
で
、
う
じ
い
え
自
然
に
親
し
む
会
や

白
楊
高
校
学
生
、
東
京
大
学
保
全
生
態
学
研
究
室
、

さ
く
ら
市
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
第
二
十
団
、
一
般
市

民
、
氏
家
出
張
所
の
職
員
な
ど
五
十
四
名
の
参
加

で
「
カ
ワ
ラ
ノ
ギ
ク
の
種
蒔
き
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

次
回
は
五
月
八
日
（
日
）
に
「
シ
ナ
ダ
レ
ス
ズ
メ

ガ
ヤ
の
抜
き
取
り
作
業
」
を
行
い
ま
す
。
活
動
は
自

由
参
加
で
す
の
で
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

新しい魚道

４月８日、宮岡橋からの現場光景

カワラノギク 花期は10～11月頃

川のきれいさを調べる

水生生物調査体験中

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
発
生
に
よ
り
下
館

河
川
事
務
所
管
内
の
鬼
怒
川
・
小
貝
川
に
お
い
て

堤
防
法
崩
れ
、
ク
ラ
ッ
ク
、
低
水
護
岸
沈
下
、
堤
防

沈
下
、
隆
起
な
ど
が
多
数
確
認
さ
れ
現
在
被
災
箇

所
の
復
旧
に
努
め
て
い
ま
す
。
被
災
規
模
が
大
き

い
小
貝
川
五
箇
所
に
つ
い
て
は
緊
急
的
な
復
旧
工

事
が
完
了
し
ま
し
た
。
そ
の
一
箇
所
（
茨
城
県
取
手

市
宮
和
田
地
先
）
の
工
事
に
つ
い
て
取
手
市
の
皆

様
か
ら
お
便
り
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
心
配
や
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
の
言
葉
を
「
国
民
の
命

と
暮
ら
し
を
守
る
国
交
省
」
と
し
て
被
災
者
支
援
、

災
害
復
旧
・
復
興
に
全
力
を
注
い
で
い
く
力
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

二
〇
一
一
年
三
月
二
十
一
日

◎

雨
で
も
続
け
る
国
交
省
の
皆
さ
ん

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
我
が
家
の
裏
側

の
小
貝
川
の
地
割
れ
”
雨
が
降
る
中
大
き
な

ト
レ
ー
で
復
旧
作
業
を
し
て
い
ま
す
。
気
を

つ
け
て
作
業
し
て
下
さ
い
。
あ
り
が
と
う
国

交
省
の
皆
さ
ん
！

二
〇
一
一
年
三
月
二
十
五
日

◎

着
々
と
進
む

着
々
と
進
む
小
貝
川
の
土
手
の
復
旧
作
業
。

早
朝
七
時
前
か
ら
夜
遅
く
ま
で
作
業
が
開
始

さ
れ
て
い
る
。
生
ま
れ
て
初
め
て
の
小
貝
川

の
断
面
。
関
係
者
の
方
が
「
う
る
さ
く
て
ご

め
ん
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
。
と
ん
で
も
な

い
こ
と
で
す
。
復
旧
は
間
近
の
感
じ
が
し
ま

し
た
。
関
係
者
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
お
疲
れ
様
で
す
。

一
部
抜
粋
し
て
紹
介
し
て
い
ま
す

子供達も丁寧に種まき

水ぎわの安全点検中鬼

怒

川

宮和田地先 堤防法崩れ 緊急復旧状況

河川愛護モニターと一緒に点検

岡堰の桜

川のこと、自然のこと、河川事業に関することなど、下館河川事務所の電話又は

ホームページのお問い合わせにお寄せ下さい。 電話０２９６－２５－２１６１（代表)
ＨＰ：https://www.ktr.mlit.go.jp/shimodate/toiawase/input.htm
鬼怒川・小貝川沿川地域づくりを積極的に支援します。

地域の皆様の相談の窓口となります。お気軽に声をおかけ下さい！


